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子どもの頃から読んでいると
世界観に影響するのでは?

橋爪大三郎
(東京て ~λ;学大学院教授・社会学)

2700円

rl日約聖書J
(f聖書f新共同訳)Jより)日本聖省協会

，
河
一一‘
，

も

冒
頭
の
創
世
記
。
天
地
創
造
に
、
ア
ダ
ム
と

イ
ブ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
物
語
だ
。
そ
の
つ
ぎ
は

じ
一
マ
か
い

出
エ
ジ
プ
ト
記
。
映
画

『
十
戒
』
で
お
な
じ
み

だ
。
で
も
そ
の
先
は
、
何
だ
っ
け
?
宗
教
に

う
と
い
日
本
人
の
悲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
旧
約
聖
書
』
を
聞
い
て
み
る
と
、
以
下
、
レ

A
ん

r・，
S

し
ん
め
い
さ

ビ
記
、
民
放
記
、
申
ム
叩
記
と
続
い
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
を
モ
l
セ
五
番

(
ト
l
ラ
1
)
と

い
い
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
侠
本
聖
典
で
あ
る
。
そ
の

後
に
も
、
歴
史
書
や
預
言
者
た
ち
の
書
、
詩
篇

な
ど
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
率
い
た
モ

l
セ
は
、
約

束
の
地
を
前
に
し
て
、
生
涯
を
終
え
た
。
代
わ

っ
て
人
び
と
浄
長
T

い
た
の
は
、
ヨ
シ
ユ
ア
で
あ

る
。
史
叩
記
の
つ
ぎ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
ョ

シ
ユ
ア
記
を
読
ん
で
み
た
。

ヨ
シ
ュ
ア
は
ま
ず
、
エ
リ
コ
の
町
を
偵
察
さ

ぜ勺・?，

せ
る
。
町
に
忍
び
込
ん
だ
斥
候
は
、
遊
女
ラ
ハ

プ
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
る
。
ラ
ハ
プ
は
一
族
の

命
を
助
け
て
く
れ
と
頼
み
、
斥
候
は
約
束
し
て

陣
営
に
戻
る
。
い
よ
い
よ
攻
略
。
域
整
は
崩
れ

て
、
エ
リ
コ
の
住
民
は
皆
殺
し
と
な
り
、
ラ
ハ

ブ
の
一
族
だ
け
が
助
か
る
。
エ
リ
コ
に
続
き
、

ア
イ
、
エ
ル
サ
レ
ム
:
:
:
と
、
多
く
の
郎
市
国

家
が
同
様
の
運
命
を
た
ど
っ
て
い
く
。

先
住
民
に
し
て
み
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は

突
然
や
っ
て
き
た
よ
そ
者
だ
。
け
れ
ど
も
彼
ら

は
、
そ
こ
が
神
の
与
え
た
約
束
の
土
地
だ
と
い

う
。
そ
こ
で
、
王
や
兵
士
は
も
ち
ろ
ん
、
女
や

子
ど
も
や
老
人
ま
で
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
う
。

残
酷
な
よ
う
だ
が
、
古
代
の
郎
市
国
家
同
士

の
戦
争
は
こ
う
し
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
『
旧
約
聖
書
』
を
、
す
み

橋
爪

大
一
一
一
郎

^ 

官2 月 19日〈金曜日フ

上
農
正
剛
『
た
っ
た
ひ
と
り

の
ク
レ
オ
l
ル
l
|聴
謹
壁
一口

県
教
育
に
お
け
る
言
語
論
と
陣

ハ
害
認
識
』
一ス
ポ
ッ
ト
出
版
)

o
-

難
聴
者
の
按
育
に
長
年
た
ず
さ

{
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
言
語
と

一
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質

に
さ
か
の
ぼ
っ
で
根
底
か
ら
考

え
按
い
た
五
一

一
一
頁
の
労
作
。

障
害
を
乗
り
越
『
え
て
い
く
内
発

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
ク
レ
オ

ー
ル
」
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が

素
晴
ら
し
い
0

・
"

;
?野
崎
綾
子
4

『
正
輯
・
家
族
・

法
の
構
造
変
換
|
lリ
ベ
ラ
ル

.
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
再
定
位
』

(
勤
草
書
房
)
。
惜
し
く
も
昨

年
亡
く
な
D

た
著
者
の
遺
稿
。

法
曹
賢
格
を
も
ち
、
社
会
学
と

フ
ェ
『
三
一
ズ
ム
に
も
通
暁
す
る

著
者
が
、
ど
れ
だ
け
豊
か
な
視

点
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
し
て

く
れ
る
は
空
だ
っ
た
か
と
思
う

と
残
念
で
空
包
弘
い
。

雫聖FFリ

2.003年一〔平依 15年〕

主題，

第251下号

宮
台
真
司
市
神
保
哲
生
、『ア

メ
リ
カ
ン
--
デ
イ
-ス
ド
ピ
ア
』

(
春
秋
社
)
-。a
現
場
の
リ
ア
ル

な
感
覚
を
大
事
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
発
信
を
続
け
る
両
名

の
「
マ
が
蹴
ト
l
ク
.・-オ

シ
・

一デ
マ
シ
ド
」
の
第
二
弾
だ
。
-ア

メ
リ
カ
と
い
?
っ
現
代
の
怪
物
の

秘
密
に
肉
漕
し
よ
う
ん
〕
す
る
意

志
が
快
い
。

.(
は
レ
づ
め
・・だ

い
さ
ぶ
ろ
う
民
日
東
京
工
業
大

学
教
授
・
在
会
学
専
攻
)
『一
一

ず
み
ま
で
丁
寧
に
読
ん
で
い
る
と
、
や
は
り
世

界
観
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
一

併
を
手
に
入
れ
た
隊
子
は
、
入
植
者
た
ち
が
ア

メ
リ
カ
を
手
に
入
れ
た
総
子
と
、
な
ん
と
な
く

似
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
と

も
似
て
い
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
び
い
き
な
の
だ
。

ま
た
、
情
報
と
内
部
通
報
を
大
事
に
す
る
。

遊
女
ラ
ハ
ブ
の
一
肢
は
、
き
っ
と
エ
リ
コ
の
町

で
差
別
さ
れ
、
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
ん
な
人
び
と
と
の
約
束
も
、
き
ち
ん
と

守
る
。
約
束
は
神
聖
な
も
の
な
の
だ
。

エ
リ
コ
の
近
く
の
ギ
プ
オ
ン
の
町
は
、
ヨ
シ

ユ
ア
と
平
和
協
定
を
結
ぼ
う
と
思
っ
た
。
一
計

キ
」
案
じ
、
ま
る
で
遠
路
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た

か
の
よ
う
な
姿
の
使
節
を
送
っ
た
の
で
、
ヨ
シ

ユ
ア
は
安
全
を
約
束
し
た
。
あ
と
で
攻
幣
予
定

の
町
だ
っ
た
と
わ
か
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
び

と
は
文
句
を
言
っ
た
が
、
ヨ
シ
ユ
ア
は
ギ
ブ
オ

ン
の
人
び
と
を
殺
す
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

不
正
な
協
定
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

軍
法
も
厳
俗
で
あ
る
。
兵
士
の
ア
カ
ン
は
、

ふ

τι"

仰
の
命
に
背
い
て
エ
リ
コ
の
町
で
、
き
れ
い
な

着
物
や
賃
金
属
を
く
す
ね
た
。
ヨ
シ
ユ
ア
は
ア

カ
ン
を
石
打
ち
の
刑
(
死
刑
)
に
処
し
た
。

ヨ
シ
ュ
ア
記
は
、
ま
る
で
C
N
Nみ
た
い
な

戦
争
の
パ
ノ
ラ
マ
に
満
ち
て
お
り
、
し
か
も
、

戦
争
に
関
わ
る
正
義
や
決
断
や
戦
略
・
戦
術
の

宝
庫
な
の
だ
。
し
か
も
こ
れ
は
、
小
説
で
は
な

く
て
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
こ
う
い
う
も
の

を
読
み
慣
れ
て
い
る
人
び
と
は
、
お
人
好
し
に

な
る
の
は
無
理
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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一
二
世
紀
は
、
ど
う
い
う
世
紀
な
の
か
。
同
時
多
発
テ
ロ
で
幕
を
開
け
、
時

代
は
不
透
明
な
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。

「
l
/

こ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
が
、

ア
メ
リ
カ
だ
。

無
邪
気
な
大
衆
文

化
と
、

倣
慢
な
単
独
行
動
主
義
と
。

日
本
人
は
、
異
質
な
他
者
ア
メ
リ
カ
の
正

体
を
、
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
の
か
。

冷
戦
は
、

国
際
関
係
を
凍
結
し
、

日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
固
く
結
び
つ
け
た
。

冷
戦
が
終
わ
る
と
氷
が
と
け
出
し
、

イ
ラ
ク
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
、
中
国

あ
ら
ゆ
る
国
々
が
自
分
の
位
置
を
手
さ
ぐ
り
し
て
動
き
始
め
る
。

日
本
も
、

ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
を
再
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

『
ア
メ
リ
カ
ン
・

J

ア
イ
ス

ト
ピ
ア
』
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
ニ
ュ
ー
ス

解
説
番
組
『
マ
ル
激
ト

l
ク
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
』
を
、

一
部
抜
き
だ
し
て
再

編
集
の
上
、
加
筆
し
て
活
字
化
し
た
も
の
だ
」
(
ま
え
が
き
)
。
冷
戦
期
と
同
様

に
ア
メ
リ
カ
に
し
が
み
つ
く
「
親
米
」

で
も
、
伏
流
し
て
き
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
居
直
る
「
反
米
」

で
も
な
い
、

リ
ア
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
両
者
の
ス
タ
ン

ス
に
共
感
す
る
。

畑
で
っ
か
ま
え
て
』

『
ラ
イ
麦

の
新
訳
。
経
済
成
長
神
話
が
崩
壊
し
た
九

0
年
代
以
降
の

『
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
』

は
、
村
上
春
樹
氏
に
よ
る

日
本
の
閉
塞
感
と
、
豊
か
さ
の
な
か
で
の
や
り
場
の
な
い
欝
屈
が
、

サ
リ
ン
ジ

ャ
ー
の
感
性
に
近
づ
い
た
。

ア
メ
リ
カ
を
内
在
的
に
追
体
験
す
る
試
み
と
し
て

評
価
し
た
い
。

『
正
義
・
家
族
・
法
の
構
造
変
換
』

は
、
野
崎
綾
子
氏
の
遺
著
。
野
崎
氏
は
、

弁
護
士
で
、
私
を
指
導
教
官
に
、
東
工
大
の
博
士
課
程
に
一
時
在
籍
し
た
あ
と
、

東
大
大
学
院
の
井
上
達
夫
教
授
(
法
哲
学
)

の
も
と
に
移
り
、
助
手
の
職
に
あ

っ
た
が
、
惜
し
く
も
昨
年
他
界
し
た
。
本
書
は
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
を
法
学
の
領
域
で
融
合
的
に
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
結
実
で
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
新
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、
残
念
で

あ
る
。

(
社
会
学
)

14 

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

|
|
引
世
紀
の
戦
争
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

宮
台
真
司
+
神
保
哲
生
/
春
秋
社

「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
』

J

・D
-
サ
リ
ン
ジ
ャ
l

/
村
上
春
樹
訳
/
白
水
社

「
正
義
・
家
族
・
法
の
構
造
変
換

|
|
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
再
定
位
」

野
崎
綾
子
/
勤
草
書
房

岩ウごヲ
波 1 言宿
主ふ E里
博多哲

ユ..L!L
夕子
イ吾合、i 岡町司

/岩
野 b.
矢
茂
樹
訳

「
ユ
リ
シ
I
ズ
全
4
巻
」

ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス

丸
谷
才
一
+
永
川
玲
ニ
+
高
松
雄
一
訳

集
英
社
文
庫
(
刊
行
中
)

「
漢
字
の
世
界

|
|
中
国
文
化
の
原
点
1
・2」

白
川
静
/
卒
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

自分の財布を誰に預ける
4・・....tO・..... ・.... ・・h

・阻止!亙孟五ltJ;!I1畠:lii・

日
本
人
の
預
貯
金
の
合
計
は

一
問
。
。
兆
円
(
国

民
一
人
当
た
り
一

0
0
0
万
円
)
余
り
と
い
う
が
、

そ
の
半
分
ぐ
ら
い
は
、
国
や
自
治
体
の
財
政
赤
字
で

喰
い
演
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
国
民
か
ら
税
金
を
集
め

て
累
穣
債
務
を
い
ま
す
ぐ
穴
埠
一
め
し
た
と
す
る
と
、

預
貯
金
の
半
分
が
消
え
て
し
ま
う
計
算
に
な
る
。

こ
の
期
に
及
ん
で
、
ま
だ
高
速
道
路
を
つ
く
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
人
び
と
が
い
る
ο

正
気
の
沙
汰
と
は

思
え
な
い
。
一
部
の
業
界
や
地
域
の
ほ
ん
の
ひ
と
援

り
の
人
び
と
の
利
益
の
た
め
に
、
い
ら
な
い
コ
ン
ク

リ
の
境
が
で
き
る
か
わ
り
に
、
貴
重
な
国
民
の
一財
源

や
年
金
資
産
が
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
車
に
乗
る
と
、
生
活
道
路
は
ボ
口
ボ

ロ
だ
。
あ
あ
、
民
主
、
五
義
だ
な
あ
、
と
思
う
。
地
方

議
会
に
土
建
震
は
い
な
い
。
町
で
集
め
た
税
金
を
ど

う
使
お
う
か
と
考
え
た
ら
、
道
路
の
優
先
順
位
は
低

か
っ
た
。
通
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
な
の
だ
。

地
方
交
付
税
な
ど
と
い
う
「
捌
か
ら
ぽ
た
も
ち
」

制
度
の
お
か
げ
で
、
日
本
中
が
た
か
り
の
構
造
に
な

っ
た
。
貯
金
を
は
た
き
借
金
を
霊
ね
て
ま
で
、
自
宅

の
改
築
ば
か
り
を
続
け
る
愚
か
者
は
い
な
い
。
自
腹

で
費
用
を
負
担
す
る
と
き
、
設
も
が
賢
い
。
そ
う
い

う
馬
鹿
を
す
る
の
は
、
親
が
か
り
の
ど
ら
息
子
か
予

算
目
当
て
の
省
庁
に
決
ま
っ
て
い
る
。

政
策
と
財
源
と
日
程
表
を
明
示
し
た
マ
ニ
フ
エ
ス

ト
(
政
権
公
約
)
が
、
は
じ
め
て
総
選
挙
の
焦
点
に
な

っ
た
。
遅
す
ぎ
た
が
、
よ
い
こ
と
だ
。
国
家
財
政
を
自

分
の
財
布
と
考
え
よ
う
。
ぞ
う
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

代
理
人
H
政
府
に
何
を
や
ら
せ
た
い
の
か
、
は
っ
き

り
意
志
表
示
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
る
だ
ろ
う
e
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